
異
の
平
和
を
喚
起
す
る
の
で
あ
る
。

天
地
問
最
下
の
動
物
乃
至
非
情
物
に
到
る
迄
、
戚
恩
ピ
云
ム
美
的
行
錯
が
ゐ
る
、
況
や
一
謀
長
さ
し

τの
吾
人
に
此
の
戚
凪
の

情
無
ら
ん
や
で
あ
る
、
此
の
戚
息
の
情
、
紳
備
に
劃
し
て
は
慈
悲
Z
表
れ
、
人
類
に
劃
し
て
は
信
仰
さ
現
は
る
の
で
あ
る
此
の

慈
悲
さ
信
仰
の
接
鯛
す
る
所
に
、
高
物
の
債
値
亡
、
人
間
味
を
計
る
事
が
出
来
る
の
で
め
る
O

二
三
世
紀
の
昔
か
ら
改
革
改
造
の
韓
は
、
五
日
人
の
耳
采
を
叩
い
て
居
た
然
か
し
未
だ
共
の
賀
引
を
見
な
い
故
に
此
等
の
文
字

否
叫
ぴ
は
、
草
な
る
時
代
的
流
言
さ
し
か
思
は
れ
な
か
っ
た
o
怠
ふ
し
て
遅
々
た
る
枇
合
歩
調
の
中
に
も
徴
少
な
が
ら
じ
其
の

改
革
改
造
の
花
は
咲
き
、
方
今
文
化
生
活
さ
て
、
ゃ
、
人
間
味
を
帯
び
人
生
に
幾
分
の
満
足
を
山
県
へ
る
か
の
様
に
思
は
れ
る
o

然
し
本
化
的
見
地
か
ら
之
れ
を
見
花
時
、
只
現
在
賀
行
さ
れ
ん
さ
し
っ
、
あ
る
文
化
生
活
は
、
人
生
を
容
れ
る
外
穀
の
み
で
ゐ

る
。
賞
際
其
の
主
人
公
た
る
人
間
の
文
化
的
生
活
は
奈
謹
に
存
す
る
か
、
疑
は
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
此
虞
で
あ
る
、
ム
ん
業
J
」

L

て
否
本
化
的
見
地
の
趨
勝
な
る
所
以
は
上
越
の
如
〈
、
一
戚
思
の
情
に
活
き
、
一
信
仰
の
念
に
住
し
て
、
所
謂
報
恩
生
活
に
安

住
し
た
時
始
め
て
、
人
生
ざ
し
て
異
の
文
化
的
生
活
を
替
む
も
の
さ
見
倣
す
挙
が
出
来
る
の
で
ゐ
る
O

要
す
る
じ
物
質
文
化
の
上
に
精
神
文
化
、
即
も
本
化
的
信
仰
に
活
き
る
所
、
異
質
生
活

ω安
定
亡
、
真
の
平
和
さ
を
把
取
す

る
の
で
あ
る
O

i

－
－
：
紙
上
有
限
の
事
故
概
略
を
記
し
て
本
化
的
文
化
生
活
の
骨
白
金
樹
示
し
た
梓
で
ゐ
る
O

一一（訂）一一

私

の

生

命

観

j度

法

泰

深

入
者
し
、
九
州
の
地
闘
を
聞
か
ん
か
、
鏡
同
唯
一
の
大
都
曾
、
玄
海
難
怒
講
の
濁
一
叫
に
嘗
b
て
、
松
録
翠
を
重
ね
、
白
砂
砂



た
る
勝
景
、
千
代
の
松
原
の
中
じ
、
蓋
然
ざ
し
て
、
天
昼
に
聾
ゆ
る
、
世
界
の
偉
器
、
日
蓮
上
人
の
最
然
た
る
、
銅
傑
を
見
る

な
ら
ん
o
予
咋
の
晩
年
、
杖
を
挽
い
て
彼
の
砂
上
を
俳
廻
し
、
追
想
せ
し
事
多
時
、
戚
甚
だ
深
か
り
き
。

推
ふ
に
上
人
、
今
を
去
六
百
五
十
幾
星
霜
の
昔
時
、
武
州
玉
川
の
昨
b
、
一
夫
子
の
邸
に
、
一
織
の
法
煙
に
化
さ
れ
し
さ
躍

も
咋
向
は
い
ま
だ
減
せ
歩
、
爾
来
時
移
b
、
人
檎
b
幾
世
幾
代
、
文
物
潟
じ
進
化
し
、
民
救
等
し
〈
、
濁
流
に
混
悼
』
J
Y

」
・
も
人
類

の
奥
底
に
、
光
都
仲
畑
ご
し
て
、
減
せ
ず
る
は
何
ぞ
や
、
肉
体
の
死
は
、
即
ち
霊
の
永
久
の
生
命
た
る
事
、
誰
か
疑
は
ぎ
ら
ん
や

咋
は
今
日
の
過
去
に
し
て
、
叉
今
は
未
来
の
過
去
た
り
、
生
々
番
々
連
綿
ご
し
て
、
不
断
の
進
化
を
呈
す
る
事
、
宣
に
人
魚
J

」

調
ふ
ぺ
り
ん
や
．
時
は
物
の
破
壊
た
る
ご
同
時
に
、
又
来
る
べ
き
創
造
建
設
の
基
礎
た
り
、
吾
人
の
求
む
る
明
日
は
永
久
に
来

ら
、
ざ
る
如
〈
、
而
し
て
人
生
五
十
年
は
、
只
行
路
の
一
一
波
の
み

z．
云
は
。
さ
る
ぺ
か
ら
も
？
、
而
し
て
吾
人
は
、
過
去
の
産
物
さ

し
て
、
現
世
を
知
畳
し
、
未
来
の
観
念
は
吾
人
亦
宣
（
、
因
果
律
を
信
じ
て
、
過
去
な
る
種
子
を
播
（
慮
に
存
す
、
げ
に
や
、

過
去
も
吾
人
の
矯
に
存
し
．
未
来
は
亦
吾
人
ゐ
る
が
烏
仁
閲
〈
る
を
疑
は
今
、
而
し
て
未
だ
、
三
者
相
須
た
今
ん
ば
ゐ
ら
ぎ
る

な
b
、
何
ぞ
遣
は
般
に
し
て
、
人
威
令
る
に
疎
な
る
や
、
故
仁
因
果
は
宇
宙
の
真
理
に
し
て
、
宇
宙
亦
困
呆
の
顕
視
た
り
、
如

何
に
人
魚
の
寧
を
極
h
u
z
も
、
貧
者
賎
民
の
底
に
泣
（
さ
も
、
生
死
の
槻
或
は
生
の
由
来
す
る
慮
に
至

b
て
は
、
兆
等
し
〈
己

れ
の
力
に
も
あ
ら
や
，
、
究
母
に
も
あ
ら
ぎ
れ
ざ
も
、
父
子
の
因
果
に
遁
ひ
、
道
徳
律
の
上
よ

b
見
て
、
彼
を
父
母
ご
云
弘
、
我

は
子
ご
名
り
ら
る
、
な
b
、
而
し
て
父
子
の
二
者
、
又
宜
し
〈
横
大
し
て
、
因
果
律
を
造
b
家
族
制
を
布
〈
な
b
、
思
い
此
慮

仁
王
ら
ば
、
自
己
針
父
母
の
生
命
の
連
鎖
は
、
運
命
て
ふ
自
然
の
力
に
、
任
す
る
を
常
ご
す
、
故
に
傭
敬
は
此
を
不
可
思
議
ご

な
し
、
我
は
以
っ
て
妙
法
さ
な
す
、
知
る
ぺ
し
月
は
、
盈
－
飾
の
嘗
相
を
月
の
本
然
ご
し
、
花
は
散
聞
の
僅
に
、
妙
法
を
臨
す
fe
－－

－冨ふ
O
古
人
死
乞
評
し
て
云
へ
る
事
ゐ
b
、
紅
顔
よ
〈
幾
時
ぞ
黄
梁
一
炊
、
夢
は
忽
も
野
戦
の
枕
じ
破
れ
、
柴
華
一
瞥
魂
は
盆
し
〈

黄
櫨
の
山
じ
迷
ふ
さ
、
叉
聖
者
「
y
p
毛
ン
の
柴
華
の
極
の
時
だ
に
も
其
の
粧
、
花
の
一
筒
じ
も
如
か
ぎ

b
き
」
さ
死
以
っ
て

然
ら
ん
か
、
生
も
叉
評
す
る
ゐ
h
y

「
夢
な
き
眠
b
却
〈
ん
ば
死
も
亦
憂
ゐ
る
じ
足
ら
ん
、
局
ぞ
生
を
煩
ふ
や
」
ざ
O

ぁ
、
惜
む
べ
し
笑
ふ
イ
し
、
故
じ
樗
牛
「
人
々
死
を
考
へ
よ
死
を
考
ふ
る
は
、
死
滅

ω謂
に
ゐ
ら
今
し
て
生
を
知
る
な
り
」

一一（48）ー一一



Jζ

。吾人
以
て
如
何
ご
な
す
。

肉
臨
は
士
よ
ち
出
で
て
士
に
蹄
b
、
露
は
宰
よ

b
出
で
て
、
模
ご
し
て
去
る
、
耐
も
震
た
る
や
生
を
育
み
、
常
に
進
化
創
造

の
神
ご
し
て
、
否
働
ど
し
て
雄
て
は
、
人
生
の
確
付
者
た
る
な
り
o
吾
人
人
生
に
倦
め
る
時
、
或
は
自
然
の
驚
異
に
、
紳
ゐ
b

J

」
信
や
る
時
、
其
の
人
の
生
命
の
中
に
は
、
紳
ゐ
ム
リ
悌
存
在
す
o

而
し
て
此
の
観
念
の
延
長
は
、
引
い
て
は
宗
教

ω偉
大
な
る
部
分
ざ
し
て
、
運
動
を
補
佐
す
る
な

b
、
所
謂
る
吾
人
備
を
信

今
る
さ
は
、
過
去

ω有
限
的
畳
睦
セ
信
や
る
に
あ
ら
守
、
叉
理
想
の
影
を
追
跡
す
る
に
ゐ
ら
今
、
換
言
す
れ
ば
傭
ご
は
る
一
能
な

る
力
に
し
て
、
信
す
る
は
闘
揃
な
る
備
の
行
潟
は
吾
人
の
近
（
否
吾
人
の
賞
際
に
働
〈
に
ゐ
る
、
此
の
信
仰
の
矯
め
に
吾
人
努

力
の
必
要
ゐ

b
、
修
養
の
根
底
を
有
す
る
な
り
ご
、
云
は

g
る
J

べ
か
ら
4
7
0

ゐ
、
白
砂
総
上
の
偉
器
、
日
蓮
上
人
の
、
千
古
不

朽
の
隼
像
に
劃
す
る
時
、
吾
人
は
深
〈
上
人
の
、
過
去
を
追
想
し
求
心
的
に
線
て
の
果
徳
を
、
吾
人
の
小
な
る
五
尺
余
寸
の
、

身
上
に
根

F
さ
ん
乙
ご
を
希
ふ
。

－－－－＝ 
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イ掲

威

坂

回

音巨

教

一
、
本
容
の
濫
授

私
は
日
頃
か
ら
我
宗
殊
に
勘
財
上
手
な
坊
様
遣
に
依
て
、
そ
の
相
手
の
信
不
信
に
閥
ら
歩
、
寄
附
金
の
額
に
よ

b
、
施
物
の


